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 BL14B2において開発を進めている遠隔 XAFSシステムを構成する、自動光学調整、自動試料搬

送ロボット制御、および Quick XAFS 測定プログラムの完成を受け、総合動作試験、および BL-

USER-LANの外部からの遠隔操作試験を行った。 
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背景と目的： 

 産業利用推進室では、制御・情報部門との協力体制のもと、BL14B2の XAFS自動化技術を基盤

として、インターネット経由で XAFS 測定を可能とする「遠隔 XAFS システム」の開発を進めて

いる。産業利用分野においては、人的、資金的、時間的資源上の制約から、ユーザー実験は小数の

熟達した測定担当者が行い、実験結果を真に求めている試料提供者が実験に参加できず、その意

見が実験進行にフィードバックされづらいケースが少なくない。遠隔 XAFS システムが完成すれ

ば、ネット接続が可能な環境にいる限り、どこからでも実験に参加することが可能となるため、試

料提供者の意見をリアルタイムにフィードバックすることが可能となり、より商品開発に密着し

た高品質の実験結果の創出が期待される。 

 本課題では、 (1) 全自動光学調整プログラム「Auto-Optics」、(2) 自動試料搬送ロボット制御プ

ログラム「Sample Catcher」、(3) Quick XAFS測定プログラム「QXAFS」の総合動作試験、および

BL-USER-LANの外部からの遠隔操作試験を行った。 

 

方法と結果： 

(総合動作試験) 

 Auto-Opticsでは、Cu-K端などでモノクロ結晶面(Si(111)および Si(311))切り替えを伴う光学調整、

および伴わない光学調整の試験を行った。平均所要時間(*1)は、結晶面の切り替えを伴う調整では

約 32分、切り替えを伴わない調整では約 13分と、従来のローカル実験用 Auto-Opticsと同等の動

作効率を得ることができた。 

 Sample Catcherでは、ロボットの調整、試料ピックアップ、光軸上への試料重心位置設定、調整

時映像の加工および出力と、一連の安定動作が確認された。 

 QXAFSでは、Cu-K端における測定を繰り返し実施し、測定、各測定機器からのデータ収集、デ

ータ加工と、一連の安定動作が確認された。従来のローカル実験用 QXAFSに比較して、同等の動

作効率を得ることができた。図 1に QXAFSウェブクライントの動作画面、図 2に Cuフォイルの

XAFSスペクトルを示す。 

(遠隔操作試験) 

 遠隔操作試験は、OA-LAN(*2)に設置したクライアント PCから行った。試験対象は、Auto-Optics

および QXAFSである。試験内容は、(1) 複数のクライアント PCからの同時接続、(2) ウェブブラ

ウザー間での操作権限の取得と移譲、(3) 中継サーバー経由での動作効率、の 3点であり、いずれ

も良好な結果を得た。 

 

今後の予定： 

 現在設計中のカレントアンプゲイン自動調整プログラム「amptune」が完成すれば、光学調整、

試料交換、カレントアンプ調整、Quick XAFS 測定(透過配置)と、一連の遠隔実験操作が可能とな

る。また、これら 4つのプログラムを統括し、完全自動実験を実現するプログラム「Auto-XAFS」
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の開発を行い、これをもって遠隔 XAFSシステム(透過配置)の完成とする予定である。 

 また、現在プロトタイプのユーザーインターフェースを改良し、ユーザーの入力ミス等を誘発

しないよう、注意深く設計する予定である。図 1 に、現行の QXAFS のウェブクライントを示す。

このインターフェースは、測定範囲を、モノクロの角度を直接指定するかたちで実装されている

ため、入力値の計算ミスおよび入力ミスを誘発する危険性がある。正式版では、吸収端名(“Fe-K”

等)と光電子波数を指定するだけで、測定角度範囲が導出されるよう設計する予定である。 

 

(*1) 調整動作前後の吸収端の組み合わせによっては、更に数分程度を要する可能性がある。これ

は、従来のローカル実験用 Auto-Opticsでも同様である。 

 

(*2) SPring-8には、ビームラインが属する LANである”BL-USER-LAN”と、事務等を行う”OA-LAN”

が存在する。OA-LAN からは BL-USER-LAN は「見えない」という意味で、OA-LAN と外部ネッ

トとは同等である。 

 

 
図 1. QXAFSのウェブクライント画面(プロトタイプ) 
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図 2. Cuフォイルの XAFSスペクトル (Cu-K, Si(311), 内図: 吸収端近傍) 
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